
 

                               ２０２２年１０月１３日  

   愛知製鋼株式会社 

 

中部国際空港島にて、愛知県が実施する社会実装を見据えた 

自動運転実証実験に「ＧＭＰＳ（磁気マーカシステム）」で参画 

～日本初、自動車専用道路（有料）でのＧＭＰＳによる自動運転走行を実施～ 
 

 

愛知製鋼株式会社（代表取締役社長：藤岡高広）は、愛知県が進めている「自動運転によるビ

ジネスモデルの構築」への取り組みの一環として、１０月２８日（金）および１０月３１日

（月）から１１月６日（日）に、常滑市の中部国際空港、りんくう町にて行われる自動運転実証

実験に参画します。 

 

愛知県が実施する本実証実験は、社会実装に向けた取り組みを更に深化させ、交通事業者等が

実運行において再現可能なビジネスモデル構築を目指す自動運転実証実験として「磁気マーカシ

ステム※１・ビッグデータを活用した安心・安全で利便性の高い運行」をテーマに、空港利用者の

移動および観光客の周遊を想定して行うものです。本年度の特徴として、当社のＧＭＰＳを活用

した、有料の自動車専用道路での走行を日本で初めて実施します。 

 

当社のＧＭＰＳは、ＧＮＳＳ※２が苦手とする、悪天候や電波を遮る障害物の多い地形や、 

ＬｉＤＡＲが苦手とする、レーザー光を反射する物体が少ない海上橋などの環境でも、安定して

高精度な自己位置推定を可能にする技術として採用されました。 

 

今回の実験ではＧＭＰＳの活用により、一般道および自動車専用道路（中部国際空港連絡道

路）の一部における悪天候時の安定性向上を図るとともに、ＧＮＳＳ信号の受信が困難な料金所

においても安定した走行を行います。 

 

引き続き当社は、ＧＭＰＳの研究開発を加速し、公道における一般車両へのＧＭＰＳ実装も視

野に入れた、安全・安心な次世代モビリティ社会の実現に貢献していきます。 

 

【実証実験概要】 

１．期間：２０２２年１０月２８日（金）（報道公開）、１０月３１日（月）～１１月６日（日） 

 

２．走行ルート： 

（１）パークアンドライドルート：ＧＭＰＳを活用した自動運転バスが走行するルート。 

中部国際空港アクセスプラザ１Ｆ空港バスのりば９番停留所とイオンモール常滑を周回 

（２）市街地ルート：イオンモール常滑と名鉄常滑駅を周回 

 

３．磁気マーカ敷設区間：中部国際空港島・中部国際空港連絡道路の一部区間および料金所 

 

４．参考：愛知県リリース 

（https://www.pref.aichi.jp/press-release/jidounten-tokoname-2022.html） 

 

 

News Release 

https://www.pref.aichi.jp/press-release/jidounten-tokoname-2022.html


※１ 車両底部に取付けた磁気センサモジュールにより、走路に沿って敷設した磁気マーカの微弱な磁力から自車位置を 

高精度に推定する、当社が独自開発した自動運転支援システム。 

ＧＭＰＳ…Global Magnetic Positioning Systemの略 

特設サイト…https://www.aichi-steel.co.jp/smart/mi/gmps/index.html 

 

 

 

※２ Global Navigation Satellite Systemの略。人工衛星から発信される電波を用いて測位を行う技術。 

 

◆自動運転実証実験走行ルートにおける磁気マーカ敷設区間（ 内の区間に磁気マーカを敷設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ＧＭＰＳの動作イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先…愛知製鋼株式会社 社長室 企業広報チーム：０５２－６０３－９２１６ 

往路:中部国際空港アクセスプラザ 1F⇒イオンモール常滑駐車場(約 5.1km) 

復路:イオンモール常滑駐車場⇒中部国際空港アクセスプラザ 1F(約 5.3km） 

https://www.aichi-steel.co.jp/smart/mi/gmps/index.html

